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6. 資料
1 ニュースレター第 8 号（年1回発行）
発行：   2016 年 6 月　　13,000 部
内容：  ・センター長挨拶 「保健医療福祉の質向上に向けて」
　　　・地域と歩む研究紹介 「地域在住高齢者の屋内外での転倒関連因子は異なる」
 「妊娠期からの親子の愛着形成と虐待予防のための家庭訪問」
　　　・地域と歩む活動紹介 　超高齢社会を支える地域構築に向けての活動
　　　・保健医療福祉団体の委員等派遣状況、研究支援実施状況
　　　・2016 年度公開講座のご案内
　　　・2016 年度地域貢献事業研究費　採択研究一覧
配布先：実習施設、就職施設、聖隷グル プー、卒業生、同系他大学、臨床教授等、市内図書館・協働センター など
2 チラシ制作
1. 公開セミナー・公開講座の案内
種類 講座タイトル
公開セミナー
働くモチベーションを生み出すチームづくり
～仕事上手は「ほめニュケーション上手」～
公開セミナー シンポジウム　障がい者の就労継続支援
公開講座
超高齢社会を乗りきるためのケアのあり方
～より豊かな生活を支えるために～
公開講座 障がいがある子どもを育てるということ
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2. 2016 年度地域貢献事業研究報告会の案内
3 専任教員が大会長等になっている学術大会等への協力・後援
学術大会等 大会長等 日程
2016じゃんだらにぃwith あ～とde
い～ら
大場 義貴 社会福祉学部准教授 2016 年 6 月11日
第 3 回聖隷リハビリテーションセミナー
－頸部肩周囲の触診編－
有薗 信一 リハビリテーション学部教授 2016 年 7月 24 日
第 4 回聖隷リハビリテーションセミナー
実践！呼吸・心臓リハビリテーション！
有薗 信一 リハビリテーション学部教授 2016 年 11 月 6 日
4 ホームページの更新
URL：http://blg.seirei.ac.jp/healthscience/
大学ホームページ（http://www.seirei.ac.jp/）⇒社会との連携⇒保健福祉実践開発研究センターからリンクしてい
ます。
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1. 更新ページ
・地域貢献事業研究
　2016 年度地域貢献事業研究費採択課題一覧を掲載
・公開セミナー・公開講座
　2016 年度公開講座案内を掲載、インタ ネーット申込フォーム
・保健福祉実践開発研究センターの取り組みの方針
　取り組みの方針について図で説明
・講師・委員等の派遣
　2016 年度の講師・委員等の派遣実績を掲載
2. 当センターへの問い合わせ方法
ホームページに問い合わせフォームを設置していますので、ぜひご活用ください。
URL：http://blg.seirei.ac.jp/healthscience/form.html
電話でのお問い合わせ先：053-439-1400（大学代表）
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Community-Based Practice and Research Center for Health and Welfare
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター
01
2016.6
Vol.08News letter
ニュースレター
地 域 と 歩 む
「地域と歩む」をキーワードに、保健医療福祉の実践現場との共同研究・共同事業、地域の専門職向けの研修や一般市民の
方々への学習機会の提供、地域の自治体や専門分野に関わる団体への協力、地域に開かれた相談窓口等を通して、地域の保
健医療福祉のさらなる質の向上に寄与するための活動に取り組んでいます。
保健医療福祉の質向上に向けて
保健福祉実践開発研究センター長 大場 義貴
　聖隷クリストファー大学では、保健医療福祉の総合大学として建学の精神である「生命の尊厳と隣人愛」に基づ
き、人材育成を行っています。本センターは、保健医療福祉分野に関する知的資源を地域に還元し、地域の保健医
療福祉の質の向上に寄与することを基本目標として、2009年に設置されました。今年度の目標を、昨年に引き続き、
１）地域との共同事業・研究の組織的推進　２）地域のニーズに応じた大学の情報・知識・技術の共有化の推進　
３）地域の保健医療福祉分野の政策形成への参画としました。本ニュースレター内でご紹介しています通り、公開
講座や地域貢献事業研究を実施すると共に、ホームページにてわかりやすく研究成果を報告していきます。更に、
浜松市の関係部署と連携して地域の保健医療福祉分野の政策形成に貢献するための準備を進めて参ります。
　是非皆様に、本センターの諸活動をご活用いただき、地域とあゆむセンターとして、益々発展させて参りたいと
存じますので、引き続きご支援いただけますよう、よろしくお願い致します。
※詳細は保健福祉実践開発研究センターのホームページ等で
　ご案内いたします。
2015年度報告会の様子
保健福祉実践開発研究センターとは？
　2015年度に地域貢献事業研究費の採択を受けた事業研
究６件のポスター発表を下記の通り開催します。聖灯
祭・ホームカミングデーと同日開催です。ぜひお立ち寄
りください。
日 時
場 所
2016年11月5日（土）10：00～15：00（予定）
聖隷クリストファー大学
地域貢献事業研究費2016年度報告会のご案内
●お知らせ●●目　次●
保健福祉実践開発研究センター長挨拶
地域貢献事業研究費2016年度報告会のご案内
“地域と歩む”地域貢献事業研究の紹介
　●『地域在住高齢者の屋内外での
　　　転倒関連因子は異なる』
　●『妊娠期からの親子の愛着形成と
　　　虐待予防のための家庭訪問』
 “地域と歩む”地域貢献活動の紹介
　　『超高齢社会を支える
　　　地域構築に向けての活動』
　　　保健医療福祉団体の委員等派遣状況、
　　　研究支援実施状況
2016年度公開講座のご案内／
2016年度地域貢献事業研究費採択一覧
◆
◆
◆
◆
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地域貢献事業研究の紹介
　当センターでは、本学周辺校地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として「地域貢献事業研究
費」を分配しています。2015年度に採択された研究の中から2件をご紹介します。
News Letter No.8
02
地 域 と 歩 む
　子ども虐待の件数は増加の一途にあり、虐待予防の対策が急務となっています。そこで、アメリカにて3回Healthy　
Family　America（以後HFAという）の研修を受講し、HFAの理念や家庭訪問のスキルを学び、4年前にHFAの理念に
基づき、浜松方式での虐待予防のための家庭訪問活動グループ Healthy Family はままつ（以後HFHという）を結成
しました。子ども虐待の予防には、妊娠期からの関わりが親子の愛着形成に有効といわれていることから、HFHでは妊
娠期からの家庭訪問による親子の愛着形成を促し、親子の自立を図り、虐待予防に繋げることを目的に活動を行ってい
ます。
　2015年度は第3回の訪問員養成講座を行い11名が受講しました。訪問事例は10名、訪問事例の特徴は望まない妊娠、
10代の妊娠、高齢出産、シングルマザー、虐待を受けた経験がある、貧困などです。妊娠期からの家庭訪問を通して、妊婦
は母親意識が少しずつ芽生え始め、お腹の子どもへの愛着表現が表出されるようになり、出産後においても子どもが可
愛いと思える、愛着行動が見られるようになった
ケ スーもありました。
　本活動の今後の課題は、訪問員の養成講座を
行い訪問員の増員と家庭訪問のスキルアップ、さ
らに、家庭訪問活動を行うための資金の確保で
あると考えます。
　皆様は、高齢者の『転倒』にどのようなイメージをお持ちでしょうか。「骨折して寝た
きりの原因になる」、「転倒しないように細心の注意を払う」などが多いと思います。高
齢者だけでなく、多くの医療従事者も転倒にネガティブなイメージを持っていますが、
転倒の全てが『悪』なのでしょうか。理学療法学科では、浜松市老人福祉センター萩原
荘と共同して、高齢者の老年症候群の発生に関連する因子を
長期的に検討しています。老年症候群の一つである転倒に着目
した我々の研究では、屋内での転倒は低栄養のリスクが高い健康状態の不良な高齢者に多く、
屋外での転倒は歩行能力・バランス能力が高い健康状態の良好な高齢者に多いことが明らかに
なりました。転倒した場所によって転倒に関連する因子が異なることが考えられ、全ての転倒が
必ずしもネガティブな存在ではない可能性が示されたのです。理学療法士は、対象者の過去の
転倒歴を聴取することで、機能障害や能力障害の程度を推定していますが、過去の転倒歴が必
ずしも対象者の健康指標を反映しない可能性があることに注意する必要があります。
地域在住高齢者の屋内外での転倒関連因子は異なる
妊娠期からの親子の愛着形成と虐待予防のための家庭訪問
リハビリテーション学部理学療法学科　研究代表者 准教授 吉本 好延
助産学専攻科研究代表者 教授 久保田 君枝
◆共同研究者：[ 分担者 ] 三輪与志子（聖隷クリストファー大学）
　　　　　　　[ 協力者 ] 北堀昌代（聖隷三方原病院）、疋田百合香（遠州総合病院）
◆対象地域：浜松市
◆共同研究者：[ 分担者 ] 根地嶋誠（聖隷クリストファー大学）、有薗信一（聖隷クリストファー大学）
　　　　　　　[ 協力者 ] 鈴木郁乃（浜松市老人福祉センター　萩原荘）
◆対象地域：浜松市
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超高齢社会を支える地域構築に向けての活動
社会福祉学部介護福祉学科　教授
7月5日（火）に、浜松駅近くの「プレスタワー　静岡新聞ホール」で、「みんなを元気にする自立
支援介護」と、「ここでしか聞けない“良い老人ホームの選び方”」と題した、2本立ての講演会を
開催します。福祉・医療専門職者の方々だけでなく、一般市民の皆様も大歓迎ですので、ぜひお
申込みください。詳細やお申込みは、聖隷クリストファー大学ホームページまたは聖隷クリスト
ファー大学（電話：053-439-1401）までお問い合わせください。
保健医療福祉団体の委員等派遣状況（2015年度）
静岡県社会福祉協議会　平成27年度社会福祉法人の公益的活動検討会　委員
浜松市教育委員会　はままつ人づくり未来プラン検討委員会　専門委員
浜松市教育委員会　はままつの教育推進会議　専門委員
浜松市教育委員会　浜松市就学支援委員会　委員
浜松市教育委員会　浜松市不登校児支援協議会　会長
浜松市教育委員会　浜松市不登校児支援協議会「適応指導教室」スーパーバイザー
浜松市社会福祉協議会　事務事業評価　外部評価委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　浜松市福祉人材バンク運営委員会　委員
浜松市社会福祉協議会　日常生活自立支援事業契約締結審査会　委員
浜松市発達医療総合福祉センター苦情解決第三者委員会　委員
浜松市子ども・若者支援スーパーバイザー
平成27年度浜松市障害者虐待防止対策支援事業　アドバイザー
浜松市営住宅管理運営委員会　委員
浜松市社会福祉審議会　委員
浜松市ユニバーサルデザイン審議会　委員
浜松市青少年育成センター　平成27年度若者支援スーパーバイザー
浜松市支援者支援事業連絡会　スーパーバイザー
磐田市障害者施策推進協議会　委員
社会福祉法人十字の園　第三者委員
社会福祉法人七恵会　介護・医療連携推進会議　構成委員
社会福祉法人七恵会　第三長上苑運営推進会議　委員
社会福祉法人復泉会　第三者委員
社会福祉法人慶成会　グループホーム花みずき運営推進会議　委員
浜松言友会（ボランティア団体）会長
社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷厚生園　第三者委員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷三方原病院　倫理委員会　外部委員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　特別養護老人ホーム和合愛光園初生サテライト運営推進会議　委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 等
研究支援実施状況（2015年度）
独立行政法人労働者健康安全機構　浜松労災病院　看護部研究指導・講義
医療法人社団種光会　朝山病院看護研究　指導・講評
社会福祉法人愛光会　ハロー保育園での実践研究　アドバイザー
第20回静岡県理学療法士学会　座長
浜松市根洗学園　療育研究「療育と専門的連携」講師
磐田市立総合病院　看護研究指導
社会福祉法人小羊学園　2015年度研究発表会　外部審査委員
社会福祉法人聖隷福祉事業団厚生園　第9回聖隷厚生園学会　研究発表会審査員
社会福祉法人聖隷福祉事業団厚生園　第14回聖隷福祉学会　審査員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　浜名湖エデンの園園内学会　研究発表会審査員
社会福祉法人聖隷福祉事業団　聖隷保育学会中間報告会・聖隷保育学会　講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 等
03
地域貢献活動の紹介
News Letter No.8
地 域 と 歩 む
　超高齢社会を迎えた現在、「要介護高齢者の増加」と「介護人材不足」が大きな課題になってい
ます。この課題を解決する鍵は次の2点だと考えています。①「元気な高齢者を増やすこと」、②「た
とえ要介護状態になっても、安心して暮らせる社会を構築すること」です。
　そこで私は、介護福祉士、理学療法士としての知識と経験を活かして、「健康づくりのポイント」
や、「自立」を取り戻すまったく新しい介護―「自立支援介護」の普及に向けた活動を展開していま
す。具体的には、福祉・医療専門職者対象の研修会や講演会を開催したり、地域住民対象の講演
活動等を行うなど、超高齢社会を支える地域構築に向けた活動に取り組んでいます。
　わが国が2025年の完成を目指している「地域包括ケアシステム」では、日常生活圏域ごとに必
要なサービスを整えて、出来るだけ長く、住み慣れた地域で暮らすことが出来る社会の構築を目指
しています。そこでは、自分自身で健康を維持する「自助」と、地域で支え合う「互
助」が大切です。現在私が力を入れている活動は、この「自助」と「互助」を促進する
ための活動です。
　もう一つ力を入れている活動は、「介護人材の確保」です。たとえ要介護状態に
なったとしても、専門性の高い介護福祉士の支援を受けることにより、その人らしく
人生を送ることが出来ます。そこで、浜松市福祉人材バンク運営委員会の委員とし
て、地域の専門家と連携しながら、介護人材の確保に向けた活動を行っています。
講師の派遣依頼は、保健福祉実践開発研究センターホームページの専用フォームをご利用ください。
古川先生
からの
お知らせ
本学の教員は、保健医療福祉の専門分野の委員等として地域に貢献しています。
http://www.seirei.ac.jp/
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 講師・委員等の派遣社会との連携
古川 和稔
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【地域と歩む】保健福祉実践開発研究センター ニュースレター 第8号
聖隷クリストファー大学
保健福祉実践開発研究センター発行
04
〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453
TEL:053-439-1400　FAX:053-439-1406　Eメール:health-science@seirei.ac.jp
　主に一般の方向けの講座を「市民公開講座」、主に専門職者向けの講座を「公開セミナー」として開催しています。詳細は大学ホーム
ページに順次掲載します。インターネットから、またはFAXでお申し込みください。多くの皆様方のご参加をお待ちしております。
2016年度 公開講座のご案内
公開セミナー
障がい児に関する講座
働くモチベーションを生み出すチームづくり
～仕事上手は「ほめニュケーション上手」～
2016年6月25日（土）13：30～15：30
本学看護学部 助教 高橋　佐和子、助教 伊藤　純子
加藤 陽一氏（障害者就業・生活支援センター だんだんセンター長）
小倉 将数氏（オールしずおかベストコミュニティ障害者雇用推進コーディネーター）ほか
保健・医療・福祉の専門職および一般の方
60名
聖隷クリストファー大学
障がい者の就労継続支援
2016年10月29日（土）13：00～15：00
主に保健・医療・福祉の専門職の方
50名
浜松市地域情報センター（浜松市中区）
超高齢社会を乗りきるためのケアのあり方　
～より豊かな生活を支えるために～
（上映会を含む講演会）
2016年7月23日（土）13：00～16：00
本学社会福祉学部 教授　古川 和稔
関口 祐加 氏（映画監督）
市民（一般市民、介護従事者、近隣施設利用者等）
100名
聖隷クリストファー大学
障がいのある子どもの育ちの実際（仮）
2016年11月19日（土）13：30～15：30
水戸川 真由美 氏（日本ダウン症協会理事）
市民（障がいのあるお子さんの保護者を含む）
100名
聖隷クリストファー大学
市民公開講座
　本学周辺地域の保健医療福祉分野に貢献する事業研究を対象として『地域貢献事業研究費』を配分しています。
　2016年度は、2016年2月に公募、4月に審査を行い、4件が採択されました。
2016年度 地域貢献事業研究費 採択一覧
地域の保健医療福祉の実践現場と共同で行う研究 地域との基盤作りとしての事業に関する共同研究
研究課題名区分
A
B
研究代表者（所属） 対象地域
ベッドサイドの環境デザインの改善
～患者の入院生活の質を高める廊下の距離表示作成～
小学生を想定したわかりやすいDET
（Disability Equality Training：障害平等研修)のプログラム開発
自治体と連携した危機管理体制の構築
－災害時に住民同士が救護活動を主体的に行っていくための地域づくり－
部活動を実施する高校生の心と身体を支えるサポート体制の構築に
関する研究
炭谷正太郎（看護）
田島明子（リハOT）
若杉早苗（看護）
金原一宏（リハPT）
総合病院聖隷三方原病院
高度救命救急センター
浜松市
牧之原市
浜松市、豊橋市
タイトル タイトル
日　時日　時
講　師
対　象
定　員
場　所
タイトル
日　時
講　師
対　象
定　員
場　所
日　時
区分A 区分B
２
インターネットからの参加申込み FAXからの参加申込み
大学ホームページ 保健福祉実践開発研究センター 公開セミナ ・ー市民公開講座 FAX:053-439-1406
http://www.seirei.ac.jp/ 画面の案内に従って必要情報を入力後、
送信してください。
氏名（フリガナ）・住所・電話番号・FAX番号・
職業（勤務先）・申込講座名をお知らせください。
所属： 看護＝看護学部、リハ＝リハビリテーション学部、PT＝理学療法学科、OT＝作業療法学科
認知症に関する講座１モチベーションアップに関する講座
障がい者の就労支援に関する講座
１
２
タイトル
講　師
対　象
定　員
場　所
講　師
対　象
定　員
場　所
社会との連携
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